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1. はじめに

　占領下沖縄における図書館活動を振り返って見るとき、琉米文化会館および琉米親善セ

ンターの図書館活動は注目に値する。戦後沖縄では、1945 ～ 1950年までの米軍占領初期

には沖縄の統治形態が定まっておらず、本土のようにGHQ/SCAPの民間情報教育局（CIE）

によるCIE図書館政策は実施されなかった。それで、沖縄側から積極的に図書館復興を米

軍に働きかけざるをえなかった。1947年に沖縄本島に4箇所（石川・知念〈南部〉・首里・

名護）に図書館が設置された。ところが、琉球政府（1952.4）が発足する直前に首里を除

いた3図書館が米国民政府の直轄に置かれ、那覇琉米文化会館、石川琉米文化会館、名護

琉米文化会館となった。琉球政府発足の年に、宮古と八重山にも琉米文化会館が設置され

た。その後、米軍の援助を受けて自治体が運営する琉米親善センターが、コザ市、嘉手納

町、糸満町、座間味村に設置された。これらの社会教育施設（5つの琉米文化会館と4つの

琉米親善センター）の図書館活動が戦後沖縄の公共図書館の中心的な役割を担った。注1）

　「読書週間」は、沖縄図書館協会をバックに各地の琉米文化会館を中心に全琉的に展開

されたイベントである。本稿では、読書週間行事について、その歩み、主催者と共催団体、

多彩な行事の内容（全琉米文化会館対象、八重山琉米文化会館だけ）を掲載した週間行事

案内パンフレットおよびチラシ、特筆すべき活動、懸賞応募入賞者（論文、作文、標語、

ポスター）の表彰式の写真などの資料を紹介する。

　沖縄図書館協会は、1957年に米国民政府広報局文化事業課長のサムエル・N・向田博士

の提唱で全琉米文化会館司書長の儀部守男、那覇琉米文化会館司書長の松島寛正、在沖陸

軍図書館主任司書マリイェ・グッデイ女史の4人が中心になって、沖縄の図書館関係者の

資質の育成と啓蒙活動を目標に、図書館協会の設立について話し合いが持たれた。翌年3

月に那覇琉米文化会館において南部地区図書館協会の設立総会が開かれた。その趣旨は、

①アメリカの軍図書館員と沖縄の図書館員との協力連携、②大学図書館・学校図書館・公

民館・文化会館の各職員の資質を高める、③読書週間・図書館週間への参加、④講習会・

研修会・軍図書館見学、図書館相互貸借制度の実施、などである。設立当初は全琉の各

琉米文化会館を中心に独立した地区図書館協会（北部、中部、南部、宮古、八重山）であっ

たが、1962年にこれまでの各地区図書館協会を統一した沖縄図書館協会がスタートした。

趣旨は南部地区図書館協会のものを踏襲している。事務局は那覇琉米文化会館におかれ

事務局長には儀部守男が就いた。なお、向田博士は全琉米文化会館を統括する責任者で

あった。注2）
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2. 読書週間の始まりと主催者および共催団体

　読書週間は、アメリカで始まり、毎年11月の一週間に開催される行事である。1919年に

ボーイスカウト団体（Boy Scouts of America）の主任司書であったフランクリン・Ｋ・マッ

シュウズによって提案され、National Children’s Book Weekの名前で始まった。当初の

趣旨は、子どもの本の読書および販売を奨励することであった。この行事は大成功を収め

たので、オーストラリア、カナダ、日本および韓国等の国々にまで広がった。注3）

　日本では、戦後まもなく連合軍総司令部の民間情報教育局（CIE）の出版顧問として来

日したアメリカの出版人、F・メルチャー氏から米国の「チルドレンス・ブックウィーク」

の事を聞いた出版取次、小売などの諸団体が中心となり、図書館はじめ文化団体に呼びか

けて、昭和22（1947）年11月に第1回目が始まった。その時の標語は「楽しく読んで明る

く生きよう」である。注4）

　沖縄においては、琉米文化会館、琉球政府文教局その他の諸文化団体の主催により、

1952年に第1回目が実施された。読書週間の趣旨は、「あらゆる文化創造のもとである読書

についての認識を深め、社会一般に読書に親しむ美風を醸成し明るい文化社会の建設に寄

与することを目的とし、この運動を全琉に展開する」ことにある。沖縄図書館協会の事務

局のある那覇琉米文化会館において、読書週間実施要項案を作成する実行委員会（共催団

体からの各代表で構成）が開かれた。そこで、共催団体名、実施期間、実行委員長・副委

員長の選出、行事、宣伝方法、予算等が検討された。共催団体名および各種行事について

は、後掲の週間行事パンフレットを参照されたい。注5）

　実行委員長には沖縄側の代表者が、副委員長には軍の図書館員が就いた。これには、図

書館協会の趣旨にある、①アメリカの軍図書館員と沖縄の図書館員との協力連携、および

④講習会・研修会、軍図書館見学、図書館相互貸借の実施、のことが背景にあると見られる。

　宣伝方法については、①ポスター、しおり、週間行事（文化会館）、パンフレット、②新聞、

ラジオ、テレビ、定期刊行物、③各共催団体の組織を通じて、行われていた。予算については、

ポスター代、しおり代（ポスター：2,000枚、しおり：100,000枚）、賞品代、行事運営費等、

が計上された。しおりについては、そのサンプルを後で紹介する。

　『沖縄タイムス』紙は、1952年10月31日付けで第1回目の読書週間について、“読書週間　

あすから全琉一斉に”の見出しで報道した。なお、この読書週間は1970年の第19回まで続

いた。読書週間行事の中で特筆すべきことは、1961年に読書週間十周年記念行事として琉

球政府郵政庁によって読書週間記念切手（3セント）が発行され週間初日に発売されたこ

とである。注6）

　琉米文化会館統括官のサムエル・N・向田博士は、読書週間に当り「読書の価値」につ

いて次のように語っている（News Release：68－316, October, 1968）。

　“Reading books makes one’s life better, richer, and fuller. If a person were to read 

one book a week, or 52 books a year, for ten years he could have the equivalent of 

college education.”
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（読書は人間の生活を良くし、豊かにし、そして充実させる。もしその人が一週間に一冊、

一年に52冊、10年間継続して読めば、大学教育と同等の勉強したことになる。）

3. 読書週間行事のイベント内容紹介

3.1 イベントパンフレット（週間行事案内）

　次に、週間行事案内パンフレットとチラシを紹介する。

1）全琉米文化会館対象に発行されたパンフレット（日英語併記）

これは、那覇琉米文化会館で発行されて各琉米文化会館に配布された。なお、各文

化会館は、独自のCalendar of Events（文館便り）を日英語併記で発行していた。
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2）八重山琉米文化会館が発行した行事案内チラシ

　　　　　　　　①　読書週間の特別プログラム
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　　　　　②　講習会

　　　　　③　研修会
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　　　　　④　図書館見学

3.2 顕著な行事活動

　多彩な週間行事の中から、3つの活動を取りあげて紹介する。当時、沖縄には司書養成

機関は皆無であったので、これらの活動を通して、各琉米文化会館で提供された講習会・

研修会に参加し、かつアメリカの軍図書館員と沖縄の図書館員との交流や軍図書館見学等

を通して、各地区の図書館関係者（学校図書館や公民館図書室等）の図書館サ－ビスに対

する技能や知識を広め・深めることができた。

　1）講習会・研修会・座談会：　図書館講習会の名前で多く、図書館実務講習会、図書

館運営講習会、具体的には図書館資料整理講習会、製本講習会、視聴覚機材取扱講習会、

そして学校図書館司書研修会、公民館図書係研修会、司書免許指導研修会、などが開かれ

ていた。

　2）米人中高生徒との交流会：　琉米中校図書委員の座談会（於クバサキ米人中学校）、

米琉高校図書館部員の懇談会（於クバサキ米人高校）、琉米学生読書懇談会（於クバサキ

米人高校）、琉米学生の交歓会（於石川文化会館）、があり、その他として琉米図書館員の

座談会（於石川文化会館）、米琉PTA交流会（於ナハ航空隊図書館）の交流行事があった。

　3）軍図書館見学：　米軍基地内には航空隊・陸軍の図書館が各々設置され、専門の図
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書館員（司書）が配置されていた。沖縄図書館協会と琉米文化会館が連携して読書週間中に

軍図書館見学を本島内の名護・石川・那覇の琉米文化会館管内で恒例の行事として実施され

た。見学先は主として「ズケラン」、「カデナ」、「牧港」、「ナハ」の軍図書館であった。第18

回読書週間中に軍図書館見学に参加した那覇市の学生が寄稿した見学記を次に紹介する。

　　

　　　　“充実した設備の軍図書館　第18回読書週間に因んで”

　沖縄の図書館関係者の人たちがズケラン参考図書館と嘉手納児童図書館の二つの軍図

書館を見学することになった。

　私は以前から軍施設をせめて一度は見学したいと思っていました。―中略－　図書館

書記をしている母について行くことになった。午後1時、那覇琉米文化会館を軍用バス

で出発した。軍施設内の立派なアスファルト道路、みわたす限りの緑の芝生、バスの乗

りごごちもすばらしかった。午後1時40分に到着した。図書館は2階だった。広々とした

閲覧室、充実した設備、ぼう大な蔵書など、感動の連続であった。さすがは、生活水準

が世界一を誇るアメリカらしい図書館だと感心した。この図書館については、①本の総

冊数2万3千、②利用者は陸軍兵士とその家族、③一日の貸し出し冊数5百50、④一日の

利用者の出入り7、8百人、などと知ることができた。参考図書館なので、辞典類をはじめ、

高価な参考書が集められていた。ここへくると、どんなことでも調べられそうな気がし

た。アメリカ50州の電話帳やアメリカ歴代大統領の演説を吹き込んだデープ、また多く

のアメリカの新聞などもあった。

　次に、カデナ児童図書館へ行き、そこを半時間ぐらい見学した。図書館の入り口に

は、Young People’s Branch Library　と書かれていたこの図書館には児童向きの本が

いっぱいあった。図書館のすみっこに、日本式のふすまがあり、入ってみると、未登録

の本がずらりあり、作業場になっていた。こんじまりしたレコード鑑賞室もあり、また

ソファーにすわって気持ちよさそうに読書していた小学生、その横顔のかわいらしさが

私の目をさそった。

　二つの軍図書館を見学して、まずその充実した設備に感心させられた軍図書館では、

ソファーにすわって自由に本が読めるが、これは読書意欲を高めるヒケツの一つだと思

う。文明国になればなるほど、図書館の設備は充実している。沖縄の図書館も軍図書館

にみならって設備を充実させ、環境をよりよく改善して、一人でも多くの読者をひきつ

けるようにしてほしい。（『今日の琉球』第13巻　第11号、1969年11月）

4. 表彰式等の写真

　写真を紹介する前に、懸賞応募作品の募集要項のサンプルとして、ポスター・標語につ

いてのものを次に掲げる。
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　　　　　①　ポスター・標語募集要項
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　　　　　③　ポスター・標語の表彰式

　　　　　②　ポスター選考風景
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　　　　　④　優良図書展示会（於那覇商業高等学校）

　　　⑤　しおりのサンプル
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5. まとめ

　占領下沖縄における図書館文化活動として、「読書週間」行事が全琉の 5 箇所の琉米文

化会館を主会場として、沖縄図書館協会との協働で展開されていた。これには、軍図書館

の関係者、大学、学校、公民館等の関係者が参加して進められた行事である。まさに、沖

縄の伝統文化である「ゆいまーる」（ヨコ社会）精神が発揮されたものと言える。

　IT革新が進み、スマホが日常生活の必需品となっている現在、言語と思考の関係が希

薄になっていると指摘されている。そのような社会情勢を背景に、読書の意義と「読書週

間」行事のあり方について、占領下の「読書週間」行事を踏まえて検討することが今後の

課題である。

<注>

注1）拙稿　『米軍占領下における沖縄の図書館事情―戦後沖縄の図書館復興を中心にー』　　

京都図書館学研究会、2014.

注2）同上, p.62.

注3）“Book week” in Fact-Index Compton’s Encyclopedia Vol. 3, F.C.Compton 

Company, 1982．

注4）儀部守男　「読書週間によせて」『今日の琉球』第 2 巻　第11号（1958年11月）、22頁。

注5）読書週間行事のチラシより

注6）Press Release: #2001, October 28, USCAR  1961.

注7）米人中高生徒との交流会については、下記の文献を参照されたい。

本村恵昭　「久場埼米人中校と上山中校の交歓（上）（下）」『今日の琉球』第 7巻

第 3  号＆第 4 号、1963年 3 月＆ 4 月。

本村は研究教員として1957年 4 月から1 年間東京において学校図書館の研究をし、

沖縄における司書教諭第 1 号となり、上山中学校で学校図書館の推進役であった。

本村は、毎年基地内の米人学校と交流を持ち図書館見学や生徒の交流を図った。
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